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ゾル－ゲル法による
１μｍ厚セラミックコーティング膜の１回成膜

本技術の特徴・従来技術との比較

用途・応用分野
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技術の概要
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1、圧電体薄膜としての利用
2、金属材料表面の酸化防止膜、耐食性コーティング膜としての利用
3、多孔質セラミックコーティング膜への応用

従来のゾルーゲル法で厚さ0.1μｍ以上のセラミックコーティング膜を作ろうとすると、ゲル膜
の焼成過程（500℃以上）で亀裂が生じてしまう。このため、コーティング膜に厚みを持たせる
には焼成を複数回繰り返して行う必要があった。
しかし、本技術では1回の焼成で亀裂の発生を伴うことなく、0.1～1μｍの厚さのコーティン

グ膜を製造することができる。

本技術では、コーティング液にポリビニルピロリドン（PVP）を加えることにより焼成過程に
おける亀裂発生を抑えている。これまで１回のコーティング操作で1.2μｍの厚みのチタン酸
バリウム膜を製造することに成功している。
更に、作製条件の調整により、多孔質セラミックコーティング膜の製造も可能である。
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１回のコーティング操作で作製した

1.2 m厚のBaTiO3薄膜
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